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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色材を含有するインクを吐出するための複数のノズルが所定方向に配列された第１のノ
ズル列と、画像の光沢性を調整するための画質向上液を吐出するための複数のノズルが前
記所定方向に配列された第２のノズル列と、を有する記録ヘッドを用い、前記記録ヘッド
を前記所定方向と交差する主走査方向に移動させつつ当該記録ヘッドから前記インクおよ
び前記画質向上液の少なくとも一方を記録媒体に吐出する記録走査を前記記録媒体の単位
領域に複数回行うことにより、前記記録媒体に画像を記録するインクジェット記録装置で
あって、
　少なくとも１回以上の第１の記録走査において、前記インクを吐出し、かつ、前記イン
クにより形成される画像の光沢が均一化されるように画像の光沢性を調整するための画質
向上液を吐出し、前記第１の記録走査よりも後の少なくとも１回以上の第２の記録走査に
おいて、前記光沢性が均一化された画像の一部の光沢を低下させるように画像の光沢性を
調整するための画質向上液を吐出するように前記記録ヘッドを制御する制御手段を備える
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記第１の記録走査を複数回数行い、前記制御手段は、前記複数回数の前記第１の記録
走査のそれぞれにおいて前記インクを吐出し、かつ、前記複数回数の前記第１の記録走査
のそれぞれにおいて前記画質向上液を吐出するように前記記録ヘッドを制御することを特
徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
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【請求項３】
　前記制御手段は、
　前記第１の記録走査において前記記録ヘッドが前記インクを吐出するように制御するた
めの第１の記録データを、前記複数回数の前記第１の記録走査それぞれでのインクの吐出
量を決定するための第１のマスクパターンを用いて作成する第１のデータ生成手段と、
　前記第１の記録走査において前記記録ヘッドが前記画質向上液を吐出するように制御す
るための第２の記録データを、前記複数回数の前記第１の記録走査それぞれでのインクの
吐出量を決定するための第２のマスクパターンを用いて作成する第２のデータ生成手段と
、
を備えることを特徴とする請求項２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記単位領域に対して前記第２の記録走査を複数回行い、
　前記制御手段は、前記複数回数の前記第２の記録走査のそれぞれにおいて前記画質向上
液を吐出するように前記記録ヘッドを制御し、
　前記制御手段は、前記第２の記録走査において前記記録ヘッドが前記画質向上液を吐出
するように制御するための第３の記録データを、前記複数回数の前記第２の記録走査それ
ぞれでのインクの吐出量を決定するための第３のマスクパターンを用いて作成する第３の
データ生成手段を備えることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項５】
　前記複数回数の前記第１の記録走査の回数と、前記複数回数の前記第２の記録走査の回
数と、が異なることを特徴とする請求項４に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記複数回数の前記第１の記録走査の回数は、前記複数回数の前記第２の記録走査の回
数よりも多いことを特徴とする請求項５に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記記録走査と次の前記記録走査との間に前記主走査方向と交差する搬送方向に前記記
録媒体を搬送する搬送手段を備え、
　前記制御手段は、前記第１の記録走査において、前記第１のノズル列における前記搬送
方向の上流側に位置するノズルから前記単位領域に前記インクを吐出し、前記第２のノズ
ル列における前記搬送方向の上流側に位置するノズルから前記単位領域に前記画質向上液
を吐出し、かつ前記第２の記録走査時において、前記第２のノズル列における前記搬送方
向の下流側に位置するノズルから前記単位領域に前記画質向上液を吐出するように前記記
録ヘッドを制御する請求項１から６のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記制御手段が前記第１の記録走査において前記画質向上液を吐出することを許容する
前記第２のノズル列における前記ノズルの数は、前記インクを吐出する前記第１のノズル
列における前記ノズルの数と同一であり、かつ前記第２の記録走査において前記画質向上
液を吐出することを許容する可能な前記ノズルの数以上であることを特徴とする請求項７
項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　前記制御手段は前記第１の記録走査と前記第２の記録走査とで同じ前記画質向上液を前
記単位領域に吐出することを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載のインクジ
ェット記録装置。
【請求項１０】
　光沢を低下させる前記一部により画像に装飾効果が与えられることを特徴とする請求項
１から９のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　色材を含有するインクを吐出するための複数のノズルが所定方向に配列された第１のノ
ズル列と、画像の光沢性を調整するための画質向上液を吐出するための複数のノズルが前
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記所定方向に配列された第２のノズル列と、を有する記録ヘッドを用い、前記記録ヘッド
を前記所定方向と交差する主走査方向に移動させつつ当該記録ヘッドから前記インクおよ
び前記画質向上液の少なくとも一方を記録媒体に吐出する記録走査を前記記録媒体の単位
領域に複数回行うことにより、前記記録媒体に画像を記録するインクジェット記録方法で
あって、
　少なくとも１回以上の第１の記録走査において、前記インクを吐出し、かつ、前記イン
クにより形成される画像の光沢が均一化されるように前記画質向上液を吐出し、前記第１
の記録走査よりも後の少なくとも１回以上の第２の記録走査において、前記光沢性が均一
化された画像の一部の光沢を低下させるように前記画質向上液を吐出することを特徴とす
るインクジェット記録方法。
【請求項１２】
　前記第１の記録走査を複数回数行い、前記複数回数の前記第１の記録走査のそれぞれに
おいて前記インクを吐出し、かつ、前記複数回数の前記第１の記録走査のそれぞれにおい
て前記画質向上液を吐出することを特徴とする請求項１０に記載のインクジェット記録方
法。
【請求項１３】
　前記第１の記録走査と前記第２の記録走査とで同じ前記画質向上液を前記単位領域に吐
出することを特徴とする請求項１１または１２に記載のインクジェット記録方法。
【請求項１４】
　光沢を低下させる前記一部により画像に装飾効果が与えられることを特徴とする請求項
１１から１３のいずれか１項に記載のインクジェット記録方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔料系の色材を含む有色インクと画質向上液を用いたインクジェット記録装
置に関し、画像の光沢感を制御するインクジェット記録装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　記録ヘッドから吐出したインクを記録媒体に付与してドットを形成することにより記録
媒体上に画像を記録するインクジェット記録では、様々な記録媒体に対して高品位な画像
を記録することが強く求められている。また、特に近年は写真画質を求められ、銀塩写真
と同等な画質と風合いを実現できる光沢紙が広く市場に流通している。
【０００３】
　光沢紙において、記録される画像の光沢感に関する要求には様々なものがある。その１
つとして、記録媒体全体に光沢にムラのない均一な画像を記録したいという要求がある。
この要求に対して、例えば、特許文献１は、画像が記録された記録物表面における顔料イ
ンク特有の光沢ムラを低減する手段について開示している。この光沢ムラは、顔料インク
による画像の記録領域と非記録領域との間で光沢度が異なるために発生する問題である。
特許文献１では、記録ヘッドのノズルからの顔料系有色インクの吐出、不吐出（ＯＮ・Ｏ
ＦＦ）を画素単位で検出し、その有色インクが付与されないＯＦＦの画素（非記録領域の
画像）に対しては、透明インクを付与する。これによって、非記録領域の光沢度を有色イ
ンクによる記録領域と同等にして、光沢均一性を高めている。
【０００４】
　一方、別の要求としては、光沢感の違いを利用して、同一記録媒体中に光沢の高い領域
と光沢の低い領域とを混在させて、特殊な効果を演出したいという要求も出てきている。
例としては、光沢の高い状態で記録されている写真画像の中に、文字画像を光沢の低い状
態で得たいという要求がある。このような画像が記録された記録物は、見る角度を変える
とあたかも文字が浮かび上がって見えるような装飾効果が得られるため、カタログやグラ
フィックアート向けの「装飾印刷」という用途に用いることができる。本用途を実現する
手段としては、特許文献２に記載のように、光沢を制御するための無色透明な画質向上液
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を用いる手段がある。特許文献２には、画質向上液を付与する際の記録ヘッドの走査回数
や各走査の間引きデータを変更することで光沢度を制御し、簡易な構成で記録物内に複数
段階の光沢感を表現する方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３０７７５５号公報
【特許文献２】特許第４０４０４１７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　顔料インクを用いた記録画像の光沢を一様化するためには、顔料系有色インクの単位記
録領域当たりのドットの形成密度に応じて、記録媒体上で有色インクと画質向上液とが層
状に分離された状態ではなく、それらのドットが混在する状態にする必要がある。これは
、有色インクおよび画質向上液のドットが混在することで、表面形状に凹凸が発生しやす
くなり、これにより、光沢度が高すぎる階調部で光沢度が抑制され、全階調での光沢が均
一化されるためである。本現象の詳細は、発明の実施形態で詳しく述べる。
【０００７】
　一方、光沢を制御するための無色透明な画質向上液を記録媒体に付与して装飾印刷の効
果を出すためには、記録媒体上に形成された有色インクの層（有色インク層）に対して、
画質向上液の層（画質向上液層）を上層となるように形成する必要がある。すなわち、装
飾印刷の目的のためには、画質向上液層を、いわゆるオーバーコート層として形成させる
必要がある。この状態を説明する図を図１に示す。
【０００８】
　このように、顔料系有色インクを用いた記録画像の光沢均一性を向上させるためには、
記録媒体に対して必要に応じて画質向上液を付与し、その際に、有色インクおよび画質向
上液のドットを混在させて表面形状を荒らして、鏡面光沢度を下げる必要がある。一方、
装飾印刷の時には、画質向上液を有色インクにオーバーコートする必要がある。前述した
特許文献１および２には、これらのことを両立するための技術はなんら開示されていなか
った。
【０００９】
　画質向上液を付与するための記録ヘッドとして、装飾印刷のための記録ヘッド（オーバ
ーコート用記録ヘッド）、および光沢均一性向上のための記録ヘッド（ドット混在記録用
記録ヘッド）の２種類を持つことで、同時に２つの機能を果たすことも可能である。しか
しその場合は、２種類の記録ヘッドを搭載することによるコストアップや記録装置の大型
化につながってしまうという別の課題が発生する。
【００１０】
　よって、本発明の目的は、顔料インクを用いたインクジェット記録装置において、大幅
なコストアップや装置の大型化をせずに、装飾印刷と光沢均一化とを両立させることであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決する本発明は、色材を含有するインクを吐出するための複数のノズルが
所定方向に配列された第１のノズル列と、画像の光沢性を調整するための画質向上液を吐
出するための複数のノズルが所定方向に配列された第２のノズル列と、を有する記録ヘッ
ドを用い、記録ヘッドを所定方向と交差する主走査方向に移動させつつ当該記録ヘッドか
らインクおよび画質向上液の少なくとも一方を記録媒体に吐出する記録走査を記録媒体の
単位領域に複数回行うことにより、記録媒体に画像を記録するインクジェット記録装置で
あって、少なくとも１回以上の第１の記録走査において、インクを吐出し、かつ、インク
により形成される画像の光沢が均一化されるように画像の光沢性を調整するための画質向



(5) JP 5539118 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

上液を吐出し、第１の記録走査よりも後の少なくとも１回以上の第２の記録走査において
、光沢性が均一化された画像の一部の光沢を低下させるように画像の光沢性を調整するた
めの画質向上液を吐出するように記録ヘッドを制御する制御手段を備えることを特徴とす
るインクジェット記録装置である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、顔料インクを用いるインクジェット記録装置において、画質向上液用
の記録ヘッドを複数持つことでの大幅なコストアップや装置の大型化をせずに、光沢制御
および装飾印刷の２つの目的を両立する画質向上液の記録が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】装飾印刷のための画質向上液層と有色インク層との関係を説明する図である。
【図２】光沢度およびヘイズを説明する図である。
【図３】記録媒体上の有色インクおよび光沢均一化用の画質向上液のドット形成状態と光
沢度・写像性との関係を説明するための図である。
【図４】図３におけるドット形成状態と写像性・光沢度との関係を説明する図である。
【図５】本発明の実施形態で適用するインクジェット記録装置の外観を示す斜視図である
。
【図６】インクジェット記録装置内部を説明する斜視図である。
【図７】本発明の実施形態のインクジェット記録ヘッドの６色の有色インクのノズル列お
よび無色透明な画質向上液のノズル列の配列状態を示す図である。
【図８】本発明の実施形態におけるインクジェット記録装置の制御構成を示すブロック図
である。
【図９】本発明の実施形態で用いる６色の有色インクの調製を説明する図である。
【図１０】本発明のインクジェット記録装置の画像処理構成を示すブロック図である。
【図１１】本発明のインクジェット記録装置で用いるドットパターンを説明する図である
。
【図１２】一般的なマルチパス記録で用いるマスクパターンを説明する図である。
【図１３】図１２で説明したマスクパターンを用いたマルチパス記録処理を説明する図で
ある。
【図１４】本発明の第１の実施例で用いる有色インクおよび光沢均一化用マスクパターン
を説明する図である。
【図１５】装飾印刷用の画質向上液の使い方および装飾効果を説明する図である。
【図１６】本発明の第１の実施例で用いる装飾印刷用マスクパターンを説明する図である
。
【図１７】有色インクおよび光沢均一化用マスクパターンと、装飾印刷用マスクパターン
が、マルチパス記録において使用される様子を示す図である。
【図１８】本発明の第１の実施例における記録媒体上に有色インクと画質向上液とが付与
される様子を説明する図である。
【図１９】光沢均一化用の画質向上液と装飾印刷用の画質向上液とが記録媒体上に付与さ
れる様子を示す模式図である。
【図２０】本発明の実施形態における記録媒体上の有色インク、光沢均一化用の画質向上
液、および装飾印刷用の画質向上液のドット形成状態と光沢度・写像性との関係を説明す
るための図である。
【図２１】図２０におけるドット形成状態と写像性・光沢度との関係を説明する図である
。
【図２２】本発明の第２の実施例における、有色インクおよび光沢均一化用マスクパター
ンと装飾印刷用マスクパターンとを説明する図である。
【図２３】本発明の第２の実施例における記録媒体上に有色インクと画質向上液とが付与
される様子を説明する図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。まず、本発明の具体的な実施形態
の説明に先立ち、その実施形態における（光沢度と写像性の評価方法）、（ドット形成状
態と光沢度・写像性との関係）、（装置構成）、および（インク構成）について説明する
。
【００１５】
　（光沢度と写像性の評価方法）
　本発明の実施形態において、記録画像内の光沢均一性を評価するための基準となる記録
媒体表面の光沢度と写像性について説明する。記録媒体や画像の光沢感を評価する指標に
は、光沢度と写像性がある。以下に、光沢度および写像性の評価方法を説明する。
【００１６】
　図２（ａ）～（ｄ）は、この光沢度およびヘイズを説明する図である。図２（ａ）に示
すように、２０°鏡面光沢度（以下、光沢度と記載する）およびヘイズは、記録物表面で
反射した反射光を検出器によって検出することにより値を求めることができる。検出器と
しては、例えば、ＢＹＫ－Ｇａｒｄｎｅｒ社製のＢ－４６３２（日本名：マイクロ－ヘイ
ズ　プラス）を用いることができる。反射光はその正反射光の軸を中心にある角度で分布
しており、図２（ｄ）に示すように、光沢度は、例えば検出器中心の開口幅１．８°で検
出され、ヘイズは、その外側の例えば±２．７°までの範囲で検出される。すなわち、反
射光が観察される場合、その分布の中心軸をなす正反射光の入射光に対する反射率が、光
沢度と定義される。また、反射光の分布において正反射光の近傍に生じている散乱光を測
定したものが、ヘイズもしくはヘイズ値と定義される。なお、上記検出器により測定され
る光沢度およびヘイズの単位は無次元であり、光沢度はＪＩＳ規格のＫ５６００に、ヘイ
ズはＩＳＯ規格のＤＩＳ１３８０３に準拠している。
【００１７】
　写像性は、例えば、ＪＩＳ　H８６８６「アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸
化皮膜の写像性測定方法」やＪＩＳ　Ｋ７１０５「プラスチックの光学的特性試験方法」
を用いて測定され、記録媒体に映り込んだ像の鮮明さを表す。例えば、記録媒体に映り込
んだ照明像がぼやけている場合は、写像性の値は低い。写像性を測定する装置としては、
写像性測定器ＩＣＭ－１Ｔ（スガ試験機製）や、写像性測定装置ＧＰ－１Ｓ（オプテック
製）がＪＩＳ規格に準拠したもので市販されている。
【００１８】
　図２（ｂ）および（ｃ）は、記録画像の表面の粗さに応じて反射光の量や向きが異なる
ことを示す図である。図２（ｂ）と図２（ｃ）とでは、図２（ｃ）の方が記録画像の表面
が粗い。これらの図に示されるように、一般に、表面が粗くなるほど反射光が拡散し正反
射光の量が減るため、光沢度および写像性がより小さく測定される。以下、本実施形態に
おいては、目標の光沢度に対する測定した光沢度の測定値の大小に基づき、光沢度の高低
を評価した。また、目標の写像性に対する測定した写像性の測定値の大小に基づき、写像
性の高低を評価した。いずれも測定値が小さい場合を低い、大きい場合を高いと評価した
。
【００１９】
　（ドット形成状態と光沢度・写像性との関係）
　前述のように、顔料インクを用いた記録画像の光沢を一様化するためには、顔料系有色
インクの記録デューティーに応じて、記録媒体上で有色インクと無色透明な画質向上液と
が層状に分離された状態ではなく、各ドットが混在する状態にする必要がある。なお、本
明細書における「記録デューティー」とは、記録媒体上の単位記録領域に形成されるドッ
トの密度をいう。
【００２０】
　図３の（ａ）～（ｆ）に、ドット形成状態と光沢度・写像性との関係を説明する図を示
す。図３の（ａ）～（ｃ）は、有色インクのドットのみが記録デューティーに応じて記録
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媒体上に形成されている状態を示す。図３（ａ）は、有色インクのドット密度が比較的低
いハイライト部、図３（ｂ）は、有色インクのドット密度が比較的高い中間調部、図３（
ｃ）は、有色インクのドット密度が高いシャドー部のドット形成状態を表す。図３（ｄ）
～（ｆ）は、図３（ａ）～（ｃ）に対して、各階調部の光沢感の均一化を目的として、必
要に応じて画質向上液を付与した状態を説明するものである。
【００２１】
　図３（ａ）に示すハイライト部では、ドット密度が比較的低いため、有色インクによる
記録面の光沢度において、記録媒体そのものの光沢度の寄与率が、有色インクの光沢度の
寄与率よりも大きい。なお、本明細書における「光沢度」とは、ＪＩＳで定義されている
２０°鏡面光沢度を指す。一般的には、記録媒体の光沢度は、顔料系有色インクの光沢度
よりも低い。そのため、ハイライト部の光沢度は低いと認識される。したがって、ハイラ
イト部では図３（ｄ）に示すように、有色インクのドットが形成されていない部分に画質
向上液を付加して記録面の光沢度を上げ、中間調部やシャドー部との光沢度差を少なくす
る必要がある。
【００２２】
　一方、図３（ｂ）に示す中間調部においては、有色インクのドット密度が比較的高く、
記録媒体上に占める有色インクのドットの割合が多い状態である。この時記録面の光沢度
は、顔料系有色インクの高い光沢度によって、非常に高い値となる。特に、顔料濃度の低
いいわゆる淡インク系で図３（ｂ）の記録状態を形成した場合、２０°鏡面光沢度が１０
０を超える状態となる。これに対し、我々が被験者テストを行い最適な２０°鏡面光沢度
を調べたところ、６０から８０の間にあるのが光沢度として好ましいことがわかっている
。中間調部における高すぎる光沢度は、記録物として見るとぎらぎらとして光沢が高すぎ
る印象を受け、あまり好ましくない。しかしながら、光沢度を低減させるために有色イン
クの上に画質向上液をオーバーコートしても、画質向上液を表面が滑らかな層状に塗布し
た場合は、その高すぎる光沢度を目的のレベルまで下げることができない。そこで、図３
（ｅ）にあるように、有色インクおよび画質向上液のドットを記録媒体上にある程度混在
させて形成し、記録面に凹凸を持たせるようにする。これにより、光沢度測定における散
乱光が増大し、正反射光の入射光に対する反射率が低減して、高すぎる鏡面光沢度を抑制
することが可能となる。この時、光沢感を決めるもう１つの要素である写像性（記録面に
対して像がどれだけ鮮明に写りこむか）にも影響が及び、写像性が若干低下することとな
るが、他の階調部とのバランスをとることで全体の光沢の均一化をはかれる。
【００２３】
　次に、図３（ｃ）に示すシャドー部については、有色インクのドット同士が重なった部
分においては、顔料インクの色材や分散樹脂等の固形分量が多くなるために、表層に盛り
上がった状態となり、全体に凹凸が発生する。この時記録面の写像性は他の階調部と比べ
て若干低いが、鏡面光沢度は高すぎず、前述した好ましい２０°鏡面光沢度である６０か
ら８０程度の値となる。従って、図３（ｃ）においては、画質向上液による光沢感の調整
は必要ないため、画質向上液の付与は行われず、図３（ｆ）は図３（ｃ）と同じ状態を示
す。
【００２４】
　図４は、以上の図３の（ａ）から（ｆ）の光沢感（写像性および２０°鏡面光沢度）の
関係をまとめた表を示す。図４中の（ａ）から（ｆ）の符号は、図３中のそれぞれの符号
の状態に対応する。図４中の評価「高＋」は、「高」よりも高いレベルを示す。ハイライ
ト部に対して画質向上液を付与することによって光沢度が中程度に向上し、中間調部に対
して画質向上液を付与することによって光沢度が中程度に低下して、当初より中程度の光
沢度を示すシャドー部を含めた全階調において、光沢の均一化が得られる。
【００２５】
　（装置構成）
　図５は本実施形態で適用するインクジェット記録装置の外観を示す斜視図である。また
、図６はインクジェット記録装置の内部を示す斜視図である。
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【００２６】
　本実施形態では、図５において、給紙トレイ１２より矢印で示す方向に記録媒体を挿入
後、間欠的に搬送して画像形成し、排紙トレイＭ３１６０より排紙する。
【００２７】
　図６において、キャリッジ５に搭載された記録ヘッド１は、矢印Ａ１、Ａ２方向にガイ
ドレール４に沿って往復移動しながらノズルからインクを吐出し、記録媒体Ｓ２上に画像
を形成する。記録ヘッド１は、例えば、それぞれ異なった色のインクと画質向上液とに対
応した複数のノズル群を有している。例えば、後述する６色の有色インク（シアン（Ｃ）
、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）、ライトシアン（ＬＣ）、ライトマ
ゼンタ（ＬＭ））と、無色透明な画質向上液（ＣＬ）とを吐出するためのノズル群である
。これら各色のインクと画質向上液とは、インクタンク（不図示）に貯留され、そのイン
クタンクから記録ヘッド１に供給される。本記録ヘッドの６色の有色インクのノズル列（
第１のノズル列）および無色透明な画質向上液のノズル列（第２のノズル列）の配列状態
を図７に示す。ノズル列には、インクおよび画質向上液を吐出可能な複数のノズルが、主
走査方向と交差する方向（本例の場合は、直交する方向）に配列されている。ノズルには
、インクの吐出エネルギーを発生するための吐出エネルギー発生素子として、電気熱変換
体（ヒータ）やピエゾ素子などが備えられている。電気熱変換体を用いた場合には、その
発熱によりインクを発泡させ、その発泡エネルギーを利用してノズル先端の吐出口からイ
ンクを吐出することができる。
【００２８】
　この実施形態では、インクタンクと記録ヘッド１とは一体となりヘッドカートリッジ６
を構成し、ヘッドカートリッジ６はキャリッジ５に搭載される構成となっている。
【００２９】
　また、キャリッジモータ１１の駆動力をタイミングベルト１７によってキャリッジ５に
伝えることにより、キャリッジ５を矢印Ａ１、Ａ２方向（主走査方向）にガイド軸３とガ
イドレール４に沿って往復移動させる。このキャリッジ移動の際に、キャリッジ位置は、
キャリッジ５に設けられたエンコーダセンサ２１により、キャリッジの移動方向に沿って
備えられたリニアスケール１９を読み取ることにより検出される。そして、この往復移動
により記録媒体上への記録が開始される。この時、記録媒体Ｓ２は給紙トレイ１２より供
給され、搬送ローラ１６とピンチローラ１５とにより挟持され、プラテン２まで搬送され
る。
【００３０】
　記録ヘッド１がキャリッジ５と共にＡ１方向に移動しつつ１走査分の記録を行うと、搬
送モータ１３によってリニアホイール２０を介して搬送ローラ１６が駆動される。そして
、記録媒体Ｓ２が副走査方向（記録媒体搬送方向）である矢印Ｂ方向に所定量搬送される
。副走査方向は、主走査方向と交差（本例の場合は直交）する。その後、キャリッジ５が
Ａ２方向に走査しながら、記録媒体Ｓ２に記録が行なわれる。ホームポジションには図６
に示されているように、ヘッドキャップ１０と回復ユニット１４が備えられ、必要に応じ
て間欠的に記録ヘッド１の回復処理を行う。
【００３１】
　上記説明した動作を繰り返すことにより、記録媒体の１枚分の記録が終了すると、記録
媒体は排紙され、１枚分の記録が完了する。
【００３２】
　図８は、本実施形態におけるインクジェット記録装置の制御構成を示すブロック図を示
す。インクジェット記録装置２１０は、コントローラ１００、ヘッド・ドライバ１４０、
モータ・ドライバ１５０および１６０を含む。
【００３３】
　コントローラ１００は主制御部であり、例えばマイクロ・コンピュータ形態のＡＳＩＣ
１０１、ＲＯＭ１０３、およびＲＡＭ１０５を有する。ＲＯＭ１０３は、ドット配置パタ
ーン、マスクパターン、およびその他の固定データを格納している。ＲＡＭ１０５は、記
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録データを展開する領域や作業用の領域等を設けている。ＡＳＩＣ１０１は、ＲＯＭ１０
３からプログラムを読み出し、記録データを記録媒体へ記録するまでの一連の処理を実行
する。ヘッド・ドライバ１４０は、記録データに応じて記録ヘッド１を駆動するドライバ
である。モータ・ドライバ１５０はキャリッジモータ１１を駆動するドライバであり、モ
ータ・ドライバ１６０は搬送モータ１３を駆動するドライバである。
【００３４】
　ホスト装置１１０は、画像データの供給源であり、記録に係る画像のデータ（記録デー
タ）の作成、処理等を行うコンピュータとする他、画像読み取り用のリーダ部等の形態で
あってもよい。記録データの詳細については後述する。記録データ、その他のコマンド、
およびステータス信号等は、インタフェース（Ｉ／Ｆ）１１２を介してインクジェット記
録装置２１０のコントローラ１００に対して送受信される。
【００３５】
　（インク構成）
　次に、この実施形態のインクジェット記録装置で使用される顔料色材を含む有色インク
（以下、有色インクまたはインクと記載する）と、無色透明で光沢制御に用いる画質向上
液について説明する。
【００３６】
　まずは、インクを構成する各成分について説明する。
【００３７】
　　［水性媒体］
　本発明で使用するインクには、水および水溶性有機溶剤を含有する水性媒体を用いるこ
とが好ましい。インク中の水溶性有機溶剤の含有量（質量％）は、インク全質量を基準と
して３．０質量％以上５０．０質量％以下とすることが好ましい。また、インク中の水の
含有量（質量％）は、インク全質量を基準として５０．０質量％以上９５．０質量％以下
とすることが好ましい。
【００３８】
　水溶性有機溶剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。メタノー
ル、エタノール、プロパノール、プロパンジオール、ブタノール、ブタンジオール、ペン
タノール、ペンタンジオール、ヘキサノール、ヘキサンジオール、等の炭素数１～６のア
ルキルアルコール類。ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド等のアミド類。アセ
トン、ジアセトンアルコール等のケトンまたはケトアルコール類。テトラヒドロフラン、
ジオキサン等のエーテル類。ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等の平
均分子量２００、３００、４００、６００、および１，０００等のポリアルキレングリコ
ール類。エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、トリエチレ
ングリコール、１，２，６－ヘキサントリオール、チオジグリコール、ヘキシレングリコ
ール、ジエチレングリコール等の炭素数２～６のアルキレン基を持つアルキレングリコー
ル類。ポリエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート等の低級アルキルエーテル
アセテート。グリセリン。エチレングリコールモノメチル（またはエチル）エーテル、ジ
エチレングリコールメチル（またはエチル）エーテル、トリエチレングリコールモノメチ
ル（またはエチル）エーテル等の多価アルコールの低級アルキルエーテル類。Ｎ－メチル
－２－ピロリドン、２－ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン等。また
、水は、脱イオン水（イオン交換水）を用いることが好ましい。
【００３９】
　　［顔料］
　顔料は、カーボンブラックや有機顔料を用いることが好ましい。インク中の顔料の含有
量（質量％）は、インク全質量を基準として０．１質量％以上１５．０質量％以下とする
ことが好ましい。
【００４０】
　ブラックインクは、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、チャ
ンネルブラック等のカーボンブラックを顔料として用いることが好ましい。具体的には、
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例えば、以下の市販品等を用いることができる。レイヴァン：７０００、５７５０、５２
５０、５０００ＵＬＴＲＡ、３５００、２０００、１５００、１２５０、１２００、１１
９０ＵＬＴＲＡ－ＩＩ、１１７０、１２５５（以上、コロンビア製）。ブラックパールズ
Ｌ、リーガル：３３０Ｒ、４００Ｒ、６６０Ｒ、モウグルＬ、モナク：７００、８００、
８８０、９００、１０００、１１００、１３００、１４００、２０００、ヴァルカンＸＣ
－７２Ｒ（以上、キャボット製）。カラーブラック：ＦＷ１、ＦＷ２、ＦＷ２Ｖ、ＦＷ１
８、ＦＷ２００、Ｓ１５０、Ｓ１６０、Ｓ１７０、プリンテックス：３５、Ｕ、Ｖ、１４
０Ｕ、１４０Ｖ、スペシャルブラック：６、５、４Ａ、４（以上、デグッサ製）。Ｎｏ．
２５、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４７、Ｎｏ．５２、Ｎｏ．９００、Ｎｏ．２３０
０、ＭＣＦ－８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００（以上、三菱化学製）。ま
た、本発明のために新たに調製したカーボンブラックを用いることもできる。勿論、本発
明はこれらに限定されるものではなく、従来のカーボンブラックを何れも用いることがで
きる。また、カーボンブラックに限定されず、マグネタイト、フェライト等の磁性体微粒
子や、チタンブラック等を顔料として用いてもよい。
【００４１】
　機顔料は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。トルイジンレッド
、トルイジンマルーン、ハンザイエロー、ベンジジンイエロー、ピラゾロンレッド等の水
不溶性アゾ顔料。リトールレッド、ヘリオボルドー、ピグメントスカーレット、パーマネ
ントレッド２Ｂ等の水溶性アゾ顔料。アリザリン、インダントロン、チオインジゴマルー
ン等の建染染料からの誘導体。フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン等のフタ
ロシアニン系顔料。キナクリドンレッド、キナクリドンマゼンタ等のキナクリドン系顔料
。ペリレンレッド、ペリレンスカーレット等のペリレン系顔料。イソインドリノンイエロ
ー、イソインドリノンオレンジ等のイソインドリノン系顔料。ベンズイミダゾロンイエロ
ー、ベンズイミダゾロンオレンジ、ベンズイミダゾロンレッド等のイミダゾロン系顔料。
ピランスロンレッド、ピランスロンオレンジ等のピランスロン系顔料。インジゴ系顔料、
縮合アゾ系顔料、チオインジゴ系顔料、ジケトピロロピロール系顔料。フラバンスロンイ
エロー、アシルアミドイエロー、キノフタロンイエロー、ニッケルアゾイエロー、銅アゾ
メチンイエロー、ペリノンオレンジ、アンスロンオレンジ、ジアンスラキノニルレッド、
ジオキサジンバイオレット等。勿論、本発明はこれらに限定されるものではない。
  また、有機顔料をカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ナンバーで示すと、例えば、以下の
ものを用いることができる。Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー：１２、１３、１４、１７、２
０、２４、７４、８３、８６、９３、９７、１０９、１１０、１１７、１２０、１２５、
１２８、１３７、１３８、１４７、１４８、１５０、１５１、１５３、１５４、１６６、
１６８、１８０、１８５等。Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ：１６、３６、４３、５１、５
５、５９、６１、７１等。Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド：９、４８、４９、５２、５３、５
７、９７、１２２、１２３、１４９、１６８、１７５、１７６、１７７、１８０、１９２
等。同、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、
２３８、２４０、２５４、２５５、２７２等。Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット：１９、
２３、２９、３０、３７、４０、５０等。Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー：１５、１５：１、
１５：３、１５：４、１５：６、２２、６０、６４等。Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン：７
、３６等。Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン：２３、２５、２６等。Ｃ．Ｉ．ピグメントブラ
ック：７等。勿論、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００４２】
　　［分散剤］
　上記したような顔料を水性媒体に分散するための分散剤は、水溶性を有する樹脂であれ
ば何れのものも用いることができる。中でも特に、分散剤の重量平均分子量が１，０００
以上３０，０００以下、更には３，０００以上１５，０００以下のものが好ましい。イン
ク中の分散剤の含有量（質量％）は、インク全質量を基準として０．１質量％以上５．０
質量％以下とすることが好ましい。
【００４３】
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　分散剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。スチレン、ビニル
ナフタレン、α，β－エチレン性不飽和カルボン酸の脂肪族アルコールエステル、アクリ
ル酸、マレイン酸、イタコン酸、フマール酸、酢酸ビニル、ビニルピロリドン、アクリル
アミド、またはこれらの誘導体等を単量体とするポリマー。なお、ポリマーを構成する単
量体のうち１つ以上は親水性単量体であることが好ましく、ブロック共重合体、ランダム
共重合体、グラフト共重合体、またはこれらの塩等を用いても良い。または、ロジン、シ
ェラック、デンプン等の天然樹脂を用いることもできる。これらの樹脂は、塩基を溶解し
た水溶液に可溶である、即ち、アルカリ可溶型であることが好ましい。
【００４４】
　　［界面活性剤］
　インクセットを構成するインクの表面張力を調整するためには、アニオン性界面活性剤
、ノニオン性界面活性剤、および両性界面活性剤等の界面活性剤を用いることが好ましい
。具体的には、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェ
ノール類、アセチレングリコール化合物、アセチレングリコールエチレンオキサイド付加
物等を用いることができる。
【００４５】
　　［その他の成分］
　インクセットを構成するインクは、前記した成分の他に、保湿性維持のために、尿素、
尿素誘導体、トリメチロールプロパン、およびトリメチロールエタン等の保湿性固形分を
含有してもよい。インク中の保湿性固形分の含有量（質量％）は、インク全質量を基準と
して０．１質量％以上２０．０質量％以下、更には３．０質量％以上１０．０質量％以下
とすることが好ましい。また、インクセットを構成するインクは、前記した成分以外にも
必要に応じて、ｐＨ調整剤、防錆剤、防腐剤、防黴剤、酸化防止剤、還元防止剤、および
蒸発促進剤等の種々の添加剤を含有してもよい。
【００４６】
　次に、本実施形態で用いるインクをより具体的に説明する。本発明はその要旨を超えな
い限り、下記実施例によって限定されるものではない。なお、文中「部」、および「％」
とあるのは、特に断りのない限り質量基準である。
【００４７】
　　［顔料分散液１～４の調製］
　以下に示す手順により、顔料分散液１～４を調製した。なお、以下の記載において、分
散剤とは、酸価２００、重量平均分子量１０，０００のスチレン－アクリル酸共重合体を
、１０質量％水酸化ナトリウム水溶液で中和することにより得られた水溶液のことである
。
【００４８】
　＜Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を含む顔料分散液１の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散する。その後、遠心分離処理によ
って粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ３．０μｍのセルロースアセテートフィルタ
ー（アドバンテック製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１０質量％である顔料分散液１を得
る。
【００４９】
　＜Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５:３を含む顔料分散液２の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５:３）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０
部を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて５時間分散する。その後、遠心分離処理に
よって粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ３．０μｍのセルロースアセテートフィル
ター（アドバンテック製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１０質量％である顔料分散液２を
得る。
【００５０】
　＜Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含む顔料分散液３の調製＞
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　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて１時間分散する。その後、遠心分離処理によ
って粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ３．０μｍのセルロースアセテートフィルタ
ー（アドバンテック製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１０質量％である顔料分散液３を得
る。
【００５１】
　＜Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７を含む顔料分散液４の調製＞
　カーボンブラック顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７）１０部、分散剤２０部、イオ
ン交換水７０部を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散する。なお、分散
する際の周速は、顔料分散液１を調製する際の２倍とした。その後、遠心分離処理によっ
て粗大粒子を除去する。更に、ポアサイズ３．０μｍのセルロースアセテートフィルター
（アドバンテック製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１０質量％である顔料分散液４を得る
。
【００５２】
　　［インクの調製］
　図９に示した各成分を混合し、十分攪拌した後、ポアサイズ０.８μｍのセルロースア
セテートフィルター（アドバンテック製）にて加圧ろ過を行い、インク１～６を調製する
。
【００５３】
　次に、本実施形態で用いる光沢を制御するための無色透明な画質向上液を説明する。
【００５４】
　　［画質向上液の調製］
ラジカル開始剤を用いた溶液重合法により合成したスチレン（Ｓｔ）－アクリル酸（ＡＡ
）共重合体Ｃ（Ｓｔ／ＡＡ＝７０／３０（質量％）、分子量１０５００、実測酸価２０３
）を用いて、下記組成の液体組成物Ｌを作製する。なお、塩基性物質としては水酸化カリ
ウムを用い、液体組成物のｐＨが８．０となるように添加量を調整する。
【００５５】
　スチレン－アクリル酸共重合体Ｃ　　２部
　グリセリン　　　　　　　　　　　　７部
　ジエチレングリコール　　　　　　　５部
　水　　　　　　　　　　　　　　　８６部
【００５６】
　上記調製により得られる画質向上液は、光沢を制御するための液である。この画質向上
液は、後述するように、インクジェット記録装置にて、記録画像の各階調部における光沢
を均一化するため、および装飾印刷のために使用されることができる。同様の効果が得ら
れる限り、画質向上液は前記調製例によって限定されるものではない。
【００５７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００５８】
　（第１の実施形態）
　本発明の第１の実施形態を詳細に説明する。
【００５９】
　図１０は本発明のインクジェット記録装置の画像処理構成を示すブロック図である。前
提として、本発明において、無色透明の画質向上液は、記録画像の光沢を制御するための
液であり、詳細には、各階調領域における光沢を均一化するため（以下、光沢均一化用と
いう）、および装飾印刷のため（以下、装飾印刷用という）に用いられる。ここで、本明
細書における「装飾印刷」とは、記録媒体上の記録画像に対して画質向上液を付与するこ
とにより、画質向上液が付与された領域の光沢をその周囲の光沢よりも低下させて、その
領域が浮かび上がって見えるような効果（装飾効果）を与えることをいう。
【００６０】
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　まず、有色インクおよび光沢均一化用の画質向上液のための記録データを生成する処理
フローについて説明する。
【００６１】
　９０１はＰＣ上のアプリケーションである。アプリケーション９０１からＲＧＢそれぞ
れについて８ｂｉｔ、計２４ｂｉｔの画像データが色処理部９０２に入力される。色処理
部９０２では、ＲＧＢの画像データから、インクジェット記録装置で使用する有色インク
色の信号、および光沢を制御するための無色透明の画質向上液（以下ＣＬと略する）の信
号に変換する。本例において、インクジェット記録装置で使用する有色インク色は、前述
したようにシアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）、ライトシ
アン（ＬＣ）、ライトマゼンタ（ＬＭ）の６色であるが、これに限られない。色処理部９
０２から出力される信号は、階調性を確保するため、各色１２ｂｉｔ、計８４ｂｉｔの信
号となる。
【００６２】
　９０３はハーフトーン処理部である。ハーフトーン処理部９０３では、入力された各色
１２ｂｉｔ（＝４０９６値）の多値信号に対して、誤差拡散等の擬似中間調処理（ハーフ
トーニング処理）を行って、４０９６値よりも少ないＮ値のデータに変換する。このＮ値
とは、具体的には、例えば３～１６値程度であり、各色２～４ｂｉｔの多値のハーフトー
ニングを行う。本実施例では多値ハーフトーニングで説明をするが、これに限るものでは
なく、２値ハーフトーニングでも良い。
【００６３】
　９０５はプリントバッファ１である。前記ハーフトーニング処理までがホスト装置（Ｐ
Ｃ）１１０上で行う処理であり、以降の処理はインクジェット記録装置本体で行う処理で
ある。そのため、ハーフトーン処理部９０３でハーフトーニング処理されたＮ値のデータ
は、ＰＣから９０５のプリントバッファ１に一旦格納される。
【００６４】
　９０７はドットパターン展開部である。ドットパターン展開部９０７では、９０５のプ
リントバッファ１より入力されるＮ値のデータに対応したＮ種類の階調のドットパターン
に展開を行う。図１１を用いてこの例を説明する。図１１の例は、入力されるＬｅｖｅｌ
０から４の５値のデータを、対応する２×２画素のドットパターンに展開した例である。
黒で塗りつぶされた画素はドットが形成されるＯＮの意味であり、白の画素はドットが形
成されないＯＦＦの意味である。
【００６５】
　９０９はマスク処理部である。同一の記録領域に対して記録ヘッドを複数回数走査して
画像を記録する記録走査を、マルチパス記録処理という。マスク処理部９０９は、マルチ
パス記録処理において、複数回数行う走査毎に記録データを間引くために、展開されたド
ットパターンに基づく間引きパターン（以下マスクパターンと呼ぶ）を用いてマスク処理
を行う。
【００６６】
　ここで、マスクパターンについて説明する。図１２に、一般的なマスクパターンを示す
。図１２のマスクパターンは４回の走査で記録を完成させる４パス用マスクパターンの例
である。このマスクパターンは、記録データに応じてドットが形成されるＯＮの画素を黒
で示し、ドットが形成されないＯＦＦの画素を白抜きで表し、記録データがランダムに間
引かれる。マスクパターンの縦横のサイズは７６８×７６８画素であり、縦方向は記録ヘ
ッドのノズル列方向、横方向は記録ヘッドを走査する主走査方向に対応する。縦方向のサ
イズの７６８画素は、記録ヘッドのノズル数の７６８と対応している。図の点線で示すよ
うに、縦方向の７６８画素を１／４の１９２画素ずつに分割したパターンが１～４パス目
のマスクパターンとなり、これら１～４パス目のマスクパターンはそれぞれ補間関係にあ
る。本例では１～４パス目のマスクパターンはほぼ同じ記録デューティー、すなわち約２
５％の記録デューティーとなっている。
【００６７】



(14) JP 5539118 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

　続いて図１３に、図１２の一般的なマスクパターンを用いたマルチパス記録処理を説明
する図を示す。本図では、説明の容易のため、１色の記録ヘッドで説明する。１２０１か
ら１２０４は記録ヘッドを表し、４パスのマルチパス記録を行う際に、記録媒体が副走査
方向に順次搬送され、記録媒体の同一領域に対して記録ヘッドの位置が相対的にずれてい
く様子を示すものである。１２０５から１２０８は、それぞれＮ＋１パス目からＮ＋４パ
ス目で記録された画像であり、１２０９は、４パス全てにおいて重複して記録された領域
を示す。
【００６８】
　図１４を用いて、本実施形態で用いる特徴的なマスクパターンについて説明する。本発
明のマスクパターンが図１２の一般的な４パスのマスクパターンと異なるのは、１パス目
と２パス目にあたる部分にのみＯＮの画素が存在し、３パス目と４パス目にはＯＮの画素
が存在しないことである。すなわち実質的には２パスのマルチパスで記録を構成している
ことになり、１パス目と２パス目で記録される画像の記録デューティーは、それぞれ約５
０％の記録デューティーとなっている。この図１４に示されるマスクパターンは、６色の
有色インクＣ、Ｍ、Ｙ、Ｋ、ＬＣ、ＬＭおよび無色の画質向上液（ただし、光沢均一化用
の画質向上液）ＣＬの計７色全てに対して適用される。先に（ドット形成状態と光沢度・
写像性との関係）の箇所でも述べたように、全階調領域の光沢を均一化させるためには、
有色インクおよび画質向上液を層状に付与するのではなく、それぞれのドットをある程度
混在させて形成する必要がある。そのためには、有色インクおよび画質向上液を同じ走査
で付与することが有効であり、両者何れの付与についても、図１４のようなマスクパター
ンを用いる。
【００６９】
　ここで、記録データを生成する図１０の処理フローについての説明に戻る。９１２は、
インクジェット記録装置の記録ヘッドのうちの有色インク用ヘッドである。マスク処理部
９０９で間引きが行われると、有色インクについての間引き後の記録データ（第１の記録
データ）と、光沢均一化用の画質向上液についての間引き後の記録データ（第２の記録デ
ータ）とが得られる。このうち有色インクについての間引き後の第１の記録データが有色
インク用ヘッド９１２に送られて、有色インク用ヘッド９１２が駆動される。なお、光沢
均一化用の画質向上液についての間引き後の第２の記録データは、以下に説明する装飾印
刷用の画質向上液についての間引き後の記録データ（第３の記録データ）と合成部９１１
にて合成されてから、画質向上液用ヘッド９１３に送られる。画質向上液についてのデー
タ生成の詳細は、後述する。
【００７０】
　次に、画質向上液を、画像に装飾効果を与える装飾印刷に用いるための方法について述
べる。図１５（ａ）は、装飾印刷用の画質向上液の使い方を示す図である。１４０１は記
録媒体を示し、１４０２は記録媒体上の画像の記録領域（画像領域）を示す。この画像領
域１４０２に有色インクによって画像が記録される。１４０３が示す文字「ＡＢＣ」は、
有色インクによって記録された画像領域１４０２に対して、画質向上液によって装飾印刷
された文字を表す。また、図１５（ｂ）に示される文字「ＡＢＣ」は、装飾印刷用の画質
向上液を付与するために使用された記録データである。有色インクが記録された箇所に画
質向上液を記録することで、その箇所の光沢度が変化し文字が浮き出るような効果（装飾
効果）を得ることができる。
【００７１】
　再び図１０を用いて、装飾印刷用の画質向上液のための記録データ（第３の記録データ
）を生成する処理フローについて説明する。アプリケーション９０１から、上述の図１５
（ａ）に示すような装飾印刷のために、図１５（ｂ）に示されるような装飾印刷用の画質
向上液の付与に使用される第３の記録データが生成される。この記録データは、装飾印刷
用の画質向上液ＣＬのみについての記録データであり、アプリケーション９０１の持つ機
能を用いて有色インクについての通常の記録データとは別に作成される多値データである
。上述のように、色処理部９０２から出力される有色インクおよび光沢均一化用の画質向
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上液についての第１および第２の記録データは、階調性を考慮して１２ｂｉｔであった。
一方、この装飾印刷用の画質向上液の第３の記録データは、階調性をそれほど必要としな
いため、８ｂｉｔデータ、すなわち２５６階調として出力する。
【００７２】
　ハーフトーン処理部９０４では、入力された装飾印刷用の画質向上液の多値の記録デー
タをハーフトーニング処理して、２５６値よりも少ないＭ値のデータに変換する。
【００７３】
　９０６はプリントバッファ２であり、９０８はドットパターン展開部である。これらの
機能は、有色インクおよび光沢均一化用の画質向上液のデータを処理するフローにおける
９０５のプリントバッファ１および９０７のドットパターン展開部と同様の機能であるた
め、説明は割愛する。
【００７４】
　９１０はマスク処理部である。図１６を用いて、装飾印刷用の画質向上液の付与に用い
るマスクパターン（以下、装飾印刷用マスクパターンまたは第３のマスクパターンという
）について説明する。図１６に示されるマスクパターンは、図１４で示した有色インクお
よび光沢均一化用の画質向上液の付与に用いるマスクパターン（以下、有色インクおよび
光沢均一化用マスクパターンまたは第１および第２のマスクパターンという）を上下反転
した形をしている。すなわち、３パス目と４パス目にあたる部分のみＯＮの画素が存在し
、１パス目と２パス目にはＯＮの画素が存在しない。
【００７５】
　続いて、図１７を用いて、マスク処理部９０９で用いられる図１４の有色インクおよび
光沢均一化用マスクパターン、およびマスク処理部９１０で用いられる図１６の装飾印刷
用マスクパターンが、マルチパス記録時にどのように用いられるかを説明する。本図では
、説明の容易のため１色の記録ヘッドで説明する。
【００７６】
　図１７（ａ）、（ｂ）の２１０１から２１０４は１つの記録ヘッドを表し、４パスのマ
ルチパス記録を行う際に、記録媒体が副走査方向に順次搬送され、記録媒体の同一領域２
１０９、２１１４に対して記録ヘッドの位置が相対的にずれていく様子を示す。図１７（
ａ）は図１４の有色インクおよび光沢均一化用マスクパターンを用いたマルチパス記録を
示す。図１７（ａ）の場合は、前半のＮ＋１パスとＮ＋２パスの２つのパスにおいて（第
１のマルチパス記録時に）、有色インクによる画像が記録されると共に、光沢均一化用の
画質向上液が、同一走査において同一領域に対して必要に応じて付与される。また、図１
７（ｂ）は、図１６の装飾印刷用マスクパターンを用いたマルチパス記録を示す。図１７
（ｂ）の場合は、後半のＮ＋３パスとＮ＋４パスの２つのパスにおいて（第２のマルチパ
ス記録時に）、装飾印刷用の画質向上液によって画像が記録される。すなわち、有色イン
クの付与のためには、図１７（ａ）で示されるように、図１４の有色インクおよび光沢均
一化用マスクパターンのみが、マルチパス記録において用いられる。また、画質向上液の
付与のためには、図１７（ａ）および（ｂ）で示されるように、図１４の有色インクおよ
び光沢均一化用マスクパターンに加え、図１６の装飾印刷用マスクパターンが、共に、マ
ルチパス記録において用いられる。
【００７７】
　再度図１０のフローを参照して、９１１は合成部である。ここでは、マスク処理部９０
９で間引き処理が行われた光沢均一化用の画質向上液の第２の記録データと、マスク処理
部９１０で間引き処理が行われた装飾印刷用の画質向上液の第３の記録データとを合成す
る。画質向上液の間引き処理に使用する２つのマスクパターンは、図１４および図１６に
示されるように、ＯＮの画素が存在するパス領域のデータが互いに排他的になっている。
そのため、合成の際のビット演算子としては、単純なビットＯＲをとればよい。合成部９
１１で、光沢均一化用および装飾印刷用の画質向上液についての間引き後のデータが合成
された後、その合成データが画質向上液用ヘッド９１３に送られて、画質向上液用ヘッド
９１３が駆動される。
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【００７８】
　以上図１０を用いて説明を行ってきた記録データ処理フローによって記録媒体上で有色
インクおよび画質向上液が実際にどのように付与されるかについて、図１８を用いて説明
する。図１８の１６０１は記録媒体を示す。また、１６０２は有色インク用ヘッドを示し
、１６０３は画質向上液用ヘッドを示し、この２つがインクジェット記録装置の記録ヘッ
ドを構成する。有色インク用ヘッド１６０２および画質向上液用ヘッド１６０３は、それ
ぞれ、複数のノズルが副走査方向（記録媒体搬送方向）に並ぶノズル列を有し、図１８に
示されるように、記録ヘッドが移動する主走査方向に横並びに配列される。
【００７９】
　１６０４は、有色インク用ヘッドの使用領域と、光沢均一化のために使用される画質向
上液用ヘッドの使用領域とを表すものである。両者のヘッドは、同一記録走査（第１の記
録走査）において同じ領域１６０４に有色インクと画質向上液とを付与する。以下これを
同時記録という。この記録走査時には、第１および／または第２のノズル列における複数
のノズルのうち、副走査方向の上流側に位置するノズルから有色インクおよび／または画
質向上液が記録媒体上に付与される。
【００８０】
　また、１６０５は、装飾印刷のために使用される画質向上液用ヘッドの使用領域を表す
ものである。有色インク用ヘッドの使用領域１６０４に対して有色インクよる画像が記録
された後に、その領域１６０４が画質向上液用ヘッドの使用領域１６０５に移動する。し
たがって、有色インクによる画像が記録された後の記録走査（第２の記録走査）において
、その画像の記録部分に装飾印刷用の画質向上液が付与されることになる。以下これを後
がけ記録という。この記録走査時には、第２のノズル列における複数のノズルのうち、副
走査方向の下流側に位置するノズルから画質向上液が記録媒体上に付与される。
【００８１】
　次に、図１９を用いて、有色インクと同時記録される画質向上液（光沢均一化用の画質
向上液）、および後がけ記録される画質向上液（装飾印刷用の画質向上液）が、記録媒体
上でどのように付与されるかを模式的に示す。図１９は、計４パスのマルチパス記録を行
う際に、記録媒体の同一領域２２０５および２２１４に対して、記録ヘッドの位置が相対
的にずれて記録が行われた様子を示すものである。
【００８２】
　図１９に示すＮ＋１パス目およびＮ＋２パス目の記録パスにおいて、２２０１および２
２０２に示されるように有色インク用の第１のマスクパターンを用いて、有色インクによ
る画像を間引いて記録する。このとき、同時記録される画質向上液（光沢均一化用の画質
向上液）は、有色インクと同様に２２０１および２２０２に示されるように第２のマスク
パターンにより間引かれた状態で記録媒体上の領域２２０５に２２０６および２２０７に
示されるように付与される。続いてＮ＋３パス目およびＮ＋４パス目の記録パスにおいて
、２２０３および２２０４で示されるように有色インクおよび光沢均一化用の第１および
第２のマスクパターンが用いられる。このとき、領域２２０５に対しては、２２０８およ
び２２０９に示されるように、有色インクも光沢均一化用の画質向上液も付与されない。
このように、光沢均一化用の第２のマスクパターンにより、記録媒体上の領域２２０５に
対して、２２０６、２２０７、２２０８、および２２０９を重ね合わせた２２１９に示さ
れるように、光沢均一化用の画質向上液が付与される。
【００８３】
　一方、装飾印刷用の画質向上液については、Ｎ＋１パス目およびＮ＋２パス目の記録パ
スにおいて、２２１０および２２１１に示されるように装飾印刷用の第３のマスクパター
ンが用いられる。このとき、記録媒体上の領域２２１４に対しては、２２１５および２２
１６に示されるように、装飾印刷用の画質向上液は付与されない。続いてＮ＋３パス目お
よびＮ＋４パス目の記録パスにおいて、２２１２および２２１３で示されるように装飾印
刷用の第３のマスクパターンが用いられる。このとき、装飾印刷用の画質向上液は、記録
媒体上の領域２２１４に対して、２２１７および２２１８に示されるように第３のマスク
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パターンで間引きされた状態で記録される。よって、装飾印刷用の第３のマスクパターン
により、記録媒体上の領域２２１４に対して、２２１５、２２１６、２２１７、および２
２１８を重ね合わせた２２２０に示されるように、装飾印刷用の画質向上液が付与される
。２２１９に示される光沢均一化を目的とした画質向上液の第２の記録データ、および２
２２０に示される装飾印刷を目的とした画質向上液の第３の記録データは、合成されて、
２２２１に示されるような記録データとなる。２２１９に示される第２の記録データに基
づいて光沢均一化用の画質向上液が記録媒体上に付与された後に、２２２０に示される第
３の記録データに基づいて装飾印刷用の画質向上液が記録媒体上に付与される。したがっ
て、合成された記録データ２２２１における「ＡＢＣ」で表した装飾印刷用の画質向上液
の下には、第２の記録データ２２１９に基づいて付与された光沢均一化用の画質向上液が
存在し得ることとなる。
【００８４】
　ここで、装飾効果を得るために画質向上液によって記録媒体上にどのようにドット形成
するかを、図２０を用いて説明する。図２０（ａ）から（ｃ）は、前述した（ドット形成
状態と光沢度・写像性の関係）を説明するのに用いた図３と同様、有色インクのドットの
みが記録デューティーに応じて記録媒体上に形成された状態を示す図である。図２０（ａ
）から（ｃ）はこの順でドット密度が高くなり、（ａ）はハイライト部、（ｂ）は中間調
部、および（ｃ）はシャドー部と呼ばれる階調の状態を示す。図２０（ｄ）から（ｆ）は
、図２０（ａ）から（ｃ）に対して、光沢均一化用および／または装飾印刷用の画質向上
液を必要に応じて付与した状態を示す。詳細には、図２０（ｄ）から（ｆ）において、図
中矢印Ｃで示した範囲の記録媒体上の領域は、装飾効果を得ようとする領域であり、装飾
印刷用の画質向上液のドットが必要に応じて形成される。また、図中矢印Ｃで示した範囲
以外の記録媒体上の領域は、光沢の均一化を図った領域であり、光沢均一化用の画質向上
液のドットが必要に応じて形成される。
【００８５】
　図２０（ｄ）に示されるハイライト部において、矢印Ｃで示した範囲以外の記録媒体上
の領域に対しては、光沢を均一化するための画質向上液が既に付与されており、一方、矢
印Ｃで示した範囲の記録媒体上の領域に対しては、これが付与されていない。これにより
、光沢均一化を目的とする領域の光沢度は中程度にまで向上し、装飾効果を得ようとする
領域の光沢度は低いままであるため、この段階で、光沢度の差が生じ、装飾効果が得られ
ている。この装飾効果を得ようとする領域に対して画質向上液を付与したとすると、その
領域の光沢度は向上して、光沢均一化を目的とする領域との光沢度の差が無くなってしま
う。したがって、ハイライト部においては、装飾効果を得ようとする領域に対して、画質
向上液を付与しない。
【００８６】
　続いて、図２０（ｅ）に示される中間調部において、矢印Ｃで示した範囲以外の記録媒
体上の領域に対しては、光沢を均一化するための画質向上液が付与されている。これによ
り、その色材に起因して光沢度が高い有色インクのドットと、それよりも光沢度が低い画
質向上液のドットとが記録媒体上に混在するようになるため、光沢度は中程度に抑制され
る。一方、装飾効果を得ようとする領域については、低い光沢度が要求される。したがっ
て、有色インクのドットに対して、その上層に装飾印刷用の画質向上液のドットを形成す
る。これにより、色材に起因して高い光沢度を有する有色インクが、それよりも低い光沢
度を提供する画質向上液のドットに被覆されるため、そのような低い光沢度を達成するこ
とができる。また、この方法によれば、記録面の表面形状をあまり変化させずに済むため
、写像性に対する影響が小さい。なお、装飾効果を得ようとする領域については、光沢均
一化のための画質向上液をあらかじめ付与していてもよいが、画質向上液の総使用量、お
よび表面形状への影響を考慮して、光沢均一化のための画質向上液はあらかじめ付与して
いなくてもよい。
【００８７】
　次に、図２０（ｆ）に示されるシャドー部においては、有色インクの高いドット密度に
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起因して光沢度は中程度であるため、他階調部との光沢の均一化を図った領域において、
光沢度の調整は必要なく、光沢を均一化するための画質向上液は付与されていない。一方
、装飾効果を得ようとする領域については、低い光沢度が要求される。したがって、中間
調部の場合と同様に、有色インクのドットの上層に装飾印刷用の画質向上液のドットを形
成する。これにより、色材起因の高い光沢度を有する有色インクが、それよりも低い光沢
度を提供する画質向上液のドットに被覆されるため、そのような低い光沢度を達成するこ
とができる。また、この方法によれば、記録面の表面形状をあまり変化させずに済むため
、写像性に対する影響が小さい。
【００８８】
　以上のようにして、本発明によれば、各階調部において、所望の装飾効果を得ることが
できる。
【００８９】
　図２１は、図２０（ａ）から（ｆ）の光沢感（写像性および２０°鏡面光沢度）の関係
を示す。図中、「装飾部」は、装飾効果を得ようとする領域を指し、「非装飾部」はそれ
以外の記録領域を指す。本発明によれば、このように、装飾部では光沢度が低い状態、非
装飾部では光沢度が装飾部と比べて相対的に高い中程度の状態を実現することができる。
各領域の光沢度の差は、人間の目には光沢の違いによる装飾印刷の効果として見える。
【００９０】
（第２の実施形態）
　次に本発明の第２の実施形態について説明する。本実施形態においては、有色インクお
よび光沢均一化用の画質向上液による第１のマルチパス記録におけるパス数と、装飾印刷
用の画質向上液による第２のマルチパス記録のパス数と、を異ならせている。
【００９１】
　第１の実施形態では、有色インクおよび光沢均一化用の画質向上液による第１のマルチ
パス記録も、装飾印刷用の画質向上液による第２のマルチパス記録も、それぞれ実質的に
は２パスで行われ、合計４パスで目的の画像を記録した。しかしながら、有色インクによ
る２パスでの記録では、インクジェット記録装置本体のメカ機構の部品のばらつきや搬送
動作における搬送精度のばらつき等によって、インクの着弾位置の乱れ（ドットの形成位
置の乱れ）が発生するおそれがある。そのような乱れは局所的な濃度変動となって、スジ
やムラといった画像弊害が発生するおそれがある。その回避手段としては、有色インクに
よるマルチパスの記録を３パスや４パスに増やすことが最も効果があるが、その分、記録
速度の低下に繋がる。一方、画質向上液のような無色透明のインクのマルチパス記録にお
いては、画質向上液の着弾位置の乱れは有色インクで発生するような画像濃度の変動とし
ては認識されない。そのため、画質向上液に関しては、有色インクのマルチパス記録のパ
ス数に比較して少ないパス数でも画像弊害が起こりにくい。
【００９２】
　そこで、本実施形態では、有色インクおよび光沢均一化用の画質向上液による第１のマ
ルチパス記録のパス数を４、装飾印刷用の画質向上液による第２のマルチパス記録のパス
数を２として、合計６パスとした。
【００９３】
　図２２（ａ）に有色インクおよび光沢均一化用マスクパターン、図２１（ｂ）に装飾印
刷用マスクパターンを示す。各々のマスクパターンの縦方向のサイズは記録ヘッドのノズ
ル数７６８に対応した７６８画素であり、合計６パスの記録であるため、各パスは１２８
画素に分割されている。これは、ノズル数として１２８ノズルに対応する。
【００９４】
　図２３を用いて、本例において有色インクおよび画質向上液がどのように付与されるか
について説明する。前述した第１の実施形態の説明に用いた図１８において同じ働きを示
すものについては説明を割愛する。２００４は、有色インク用ヘッドの使用領域、および
光沢均一化のために使用される画質向上液用ヘッドの使用領域を表すものである。上記説
明にあるように、本使用領域２００４は１パス目から４パス目までの計４パスの記録にお
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いて使用されるため、副走査方向における記録幅は、１２８画素×４＝５１２画素となる
。これは、ノズル数として５１２ノズルに対応する。また、２００５は装飾印刷のために
使用される画質向上液用ヘッドの使用領域を表すものである。上記説明にあるように、本
使用領域２００５は５パス目および６パス目の計２パスの記録において使用されるため、
副走査方向における記録幅は、１２８画素×２＝２５６画素となる。これは、ノズル数と
して２５６ノズルに対応する。第１の実施形態では装飾印刷および光沢均一化のために割
り当てられたノズル数は同一であったが、第２の実施形態では、装飾印刷のために割り当
てられたノズル数は、光沢均一化のために割り当てられたノズル数よりも多い。このよう
に、本発明においては、光沢均一化のために割り当てられた画質向上液を吐出可能なノズ
ルの数は、装飾印刷のために割り当てられた画質向上液を吐出可能なノズルの数以上であ
ることができる。また、光沢均一化のために割り当てられた画質向上液を吐出可能な前記
ノズルの数と、有色インクを吐出可能なノズルの数とは、同一である。
【００９５】
　以上説明したように、本実施形態によれば、有色インクによる第１のマルチパス記録の
パス数を増やすことにより、インクジェット記録装置本体のメカ機構のばらつきによって
発生する有色インクの着弾誤差に起因する濃度変動を回避することができる。また、一方
で装飾印刷用の画質向上液による第２のマルチパス記録のパス数を減らすことにより、装
飾印刷のための画質向上液を後がけ記録する機能を有しながら、記録速度の低下を最低限
に抑えることが可能となる。

【図１】 【図２】
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